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１．調査目的 

袖が浦プール及び袖が浦公園の今後のあり方に関する町民の意向を把握する。 

 

２．調査概要 

（１） 対象 

①袖が浦プール（袖が浦公園）から東西約 1キロメートル（大磯町境～梅沢中）、北約 500

メートル（JR線路以南と駅北口近接）範囲の地区※1にお住まいの方（約 5,000名）を

対象に、住民基本台帳（10 月 1 日現在）から満 18 歳以上の方を各年代※2 より均等・

無作為に抽出した町民（1,000部）※3  

※1 対象地区：上町・中町・下町（1～3）・梅沢（中・東） 

※2 18 歳～20 代、30 代、40代、50 代、60 代、70 代以上 

※3 不達：計 3 部 

  

（２） 配布・回収方法 

郵送により配布・回収 

 

（３） 調査期間 

令和 5年 10月 27日～令和 5年 11月 17日（締め切り後、一定期間回収を行った。） 

 

（４） 回収状況 

506部（回収率：50.6%） 

（必要サンプル数：380部） 
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３．調査結果 

 

Ｑ１．袖が浦プールを知っていますか？（いずれかに○） 

 

 

（Ｎ＝506） 

・「知っている」の回答が 90％を超え、「知らない」の回答は 10％未満だった。 

 

Ｑ２．袖が浦公園を知っていますか？（いずれかに○） 

 

 

 （Ｎ＝506） 

・「知っている」の回答が 80％を超え、「知らない」の回答は 20％未満だった。 

・Ｑ１の袖が浦プールに比べて「知らない」の回答が多かった。 

 

知っている

92.1%

知らない

7.5%

無回答

0.4%

知っている

83.0%

知らない

16.6%

無回答

0.4%

①知っている   ②知らない 

①知っている（→Ｑ３へ）   ②知らない（→Ｑ４へ） 

N＝506 

N＝506 
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Ｑ３．袖が浦公園の利用状況を教えてください（複数回答可） 

 

 

 （Ｎ＝420・袖が浦公園を知っていると答えた方 ※うち、無回答者 8名） 

・「散策」での利用が 44.9％と最も多かった。次いで「公衆トイレ」の利用が 16.3％で多か

った。 

・その他の利用状況（自由記述）では、「利用しない」が 79件で最も多く、次いで「お祭り

など地域のイベント」（13件）で多く利用されていた。 

 

 

■その他の利用状況※ 

・利用しない 79件 

・お祭りなど地域のイベント 13件 

・過去に利用 11件 

・散歩（犬の散歩含む） 9件 

・休憩 6件 

・駐輪スペース 3件  

・海を見る 2件 

・初日の出を見る、草花をつむ、歌の練習、自転車の練習、水道利用、会合 各 1件 など 

※回答に複数内容が含まれる場合は、該当する利用状況にそれぞれ記載して計上した 

 

 

 

 

 

44.9%

5.3%

16.3%

10.8%

22.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

散策

運動

公衆トイレ

遊び

その他

①散策 ②運動 ③公衆トイレ ④遊び ⑤その他 
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Ｑ４．袖が浦プールと袖が浦公園の今後のあり方について、優先順位が高いと考える機能

（施設）を次の中から 2つ教えてください。また、逆に優先順位が低いと考える機能（施

設）についても 2つ教えてください。 

1 
これまでと同等の施設 

（25ｍプール、子どもプール施設） 
6 地域の集会施設を建設する 

2 
これまでと同等の施設だが規模縮小 

（子どもプール施設） 
7 

展望台、ベンチ等、憩いの空間としての 

充実 

3 噴水等、子どもの水遊び施設 8 必要最小限でよい（広場として管理） 

4 
プール無し、広い広場の公園 

（運動やボール遊び、スポーツ等の充実） 
9 その他（自由記述） 

5 プール無し、遊具の充実した公園   

 （Ｎ＝506 ※無回答者を含む。なお、3 つ以上選択した場合は無回答とした） 

 

■優先順位が高いと考える機能（施設） 

 

■優先順位が低いと考える機能（施設） 

 

20.6%

7.9%

11.9%

13.3%

9.0%

3.5%

20.9%

7.5%

5.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

25ｍプール・子どもプール施設

子どもプール施設

子どもの水遊び施設

プール無・広い広場の公園

プール無・遊具の充実した公園

地域集会施設を建設

憩いの空間として充実

必要最小限・広場として管理

その他

18.9%

11.0%

6.8%

3.4%

5.9%

30.0%

7.9%

16.0%

0.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

25ｍプール・子どもプール施設

子どもプール施設

子どもの水遊び施設

プール無・広い広場の公園

プール無・遊具の充実した公園

地域集会施設を建設

憩いの空間として充実

必要最小限・広場として管理

その他
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■その他（自由記述） 

機能（施設） 件数 主な意見 

プールなど 11 ・プールを使えるようにしてほしい。または海で泳

げるようにしてほしい 

・これまで以上の規模のプール 

・これまでと同等の施設と遊具の充実した公園 

・屋内プールと広い広場の公園 

・海が見える屋内プール 

・25ｍプール、子どもプール、大人用フリープール 

・25ｍプールのみ 

・カフェ付きプール 

・海水浴場と連携させてプールを再開 

・水泳の授業に使用してほしい 

公園 7 ・子どもから高齢者まで皆が利用できる公園 

・大人が運動でき、子どもが遊べる公園 

・大きい公園（町内には中途半端な大きさの公園が

いくつもあって使いづらい） 

・海にアクセスできるシンプルな公園 

・遊具の充実、ベンチなどの充実 

・地域住民が当事者意識をもって関わりたくなるよ

うな公園、海と一体で自然を感じられる公園 

・ペットと遊べる公園（ドッグラン併設など） 

休憩所・広場 4 ・子どもから高齢者まで皆が利用できる休憩所（カ

フェやマルシェなどもできるように） 

・グリーンゾーン、家族で弁当を食べられる場所 

・広場などのすべての町民が公平になごめる場所 

・今のままの広場（駐車場がなく利用者の層も人数

も限られるため） 

駐車場 3 ・駐車場として整備 

・海岸に行く人が利用できるコインパーキング 

運動施設 4 ・ジムなどのトレーニング施設 

・小規模運動施設 

・サッカーやフットサルができるようにしてほしい 

防災施設 5 ・防災に関する施設の建設 

・展望台プラス災害時の津波避難施設及び備蓄倉庫 

・防災用の貯水槽 

・防災拠点（1次避難、防災用品備蓄） 

・ペット避難所 

レジャー施設 5 ・屋内科学技術館と遊園地 

・バーベキュー場 

・ヨット係留地と付属施設を作って、係留費で収入

を得る 

・釣りに来た人が使えるような場所 

入浴施設 1 ・サウナ、ジャグジーなど 
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機能（施設） 件数 主な意見 

店舗 2 ・レストランなど 

・水場を活かした子連れで楽しめるカフェ、小商い

したい人向けのチャレンジキッチンで収入を得る 

公共施設（プール以外） 2 ・第 2分団詰所 

・図書館分室 

売却 4 ・解体後、民間に払い下げて処分 

・住宅用地として売却 

・土地売却資金で温水プールを復活させてほしい 

その他の施設 5 ・海が臨める絶好のロケーションを活かす施設（例

として大磯港のカフェ） 

・菜の花（吾妻山公園）に次ぐ名所 

・不登校児のサードプレイスとなるような施設 

・AEDの設置 

・松林と散策場所をできるだけ広く確保 

その他のご意見など 6 ・景観を損ねる施設は建てないでほしい 

・公園のごみ箱は撤去してほしい（カラスに荒らさ

れるため） 

・子どもが遊ぶ場所としては高い所なので危険 

・税金を無駄に使わないでほしい 

・東大果樹園跡地のような活用（活動団体や民間事

業者による運営）が素晴らしいと思う 

・温水プールがない中、山西プールのみにするか、プ

ールの必要性について検討した後に決定すべき 

※回答に複数内容が含まれる場合は、該当する機能（施設）にそれぞれ記載して計上した 

※優先順位が低いと考える機能（施設）の「その他」については、自由記述が未記入だったため、

上表に記載なし 

 

・優先順位が高いと考える機能（施設）としては、「展望台、ベンチ等、憩いの空間として

の充実」が 20.9％で最も多く、次いで「これまでと同等の施設（25ⅿプール、子どもプー

ル施設）」が 20.6％で多かった。 

・優先順位が低いと考える機能（施設）としては、「地域の集会施設を建設する」が 30.0％

で最も多く、次いで「これまでと同等の施設（25ⅿプール、子どもプール施設）」が 18.9％

で多かった。 

・「これまでと同等の施設（25ⅿプール、子どもプール施設）」と「これまでと同等の施設だ

が規模縮小（子どもプール施設）」を合わせたプール施設の合計は、優先順位が高いと考

える機能（施設）としては 28.5％と割合が最も多くなる一方、優先順位が低いと考える

機能（施設）としても 29.9％と割合が多くなった。 

・「プール無し、広い広場の公園（運動やボール遊び、スポーツ等の充実）」と「プール無し、

遊具の充実した公園」を合わせた公園の合計は、優先順位が高いと考える機能（施設）と

しては 22.3％と割合が多くなる一方、優先順位が低いと考える機能（施設）としては 9.3％

とそれほど割合は多くならなかった。 
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４．調査結果の活用について 

  今回のアンケートの調査結果については、今後の袖が浦プール及び袖が浦公園のあり

方の検討に活用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

ご回答いただいた皆様におかれましては、 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 


